
付紙様式２

事　　　業　　　評　　　価　　　書

補 助 事 業 名 　予防接種助成事業

補 助 事 業 者 名 　うるま市長

実 施 場 所 　うるま市内

補助事業の成果の目標

　本市においては、平成２４年度から小児肺炎球菌等への予防接種に調整交付
金を充当し、安定的に予防接種事業を行うことで、市民の感染防止、発病予防に
努めてきた。
　このため、２６度も調整交付金を充当し、　予防接種事業を安定的に実施すること
により、市民の健康管理の向上を図る。
　（参考指標）
　　間接的指標：接種率　３３．７％　　（平成２５年度当初目標　３２．３３％）

補 助 事 業 の 内 容 　予防接種助成事業　一式

事 業 費 69,585,840

補助事業の始期及び終期 　平成２６年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無し

※：　事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　を記載すること。

26年度

円

69,585,840

65,812,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知

　事業の成果については、事業実施期間中の接種率を算出したところ、目標数値
を超過しているため、市民の感染防止、発病予防に繋がっているものと評価した。
　事業実施期間中接種率　３９．８％　　目標数値　３３．７％
　地域住民への周知方法は以下のとおり実施した
　１）集団予防接種会場での、調整交付金活用の表示
　２）うるま市健康支援課窓口での掲示
　３）決算資料（主要成果説明書）財源内訳で説明
　４）うるま市ホームページへ掲載

の実施状況

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

　今後も予防接種の接種率向上をさらに進め、病気の予防に努め、医療費の抑制
に繋がるようにしたい。

65,812,000交付金額

円

Administrator
四角形



                                事業評価書 

 

補助事業名 

 

喜屋武マーブ公園テニスコート改修工事 

 

補助事業者名 

 

うるま市長 

 

実施場所 

 

うるま市字仲嶺地内 

補助事業の成果の目標 
 

 

本市の喜仲地区にある喜屋武マーブテニスコートは、地域住民の

健康増進のための施設として頻繁に利用されていたが、老朽化が著

しく平成24年度の台風の影響により、人工芝が破損したため、現在

閉鎖している。 

このため、テニスコートを改修し、地域住民が快適に利用できる

環境を整え、地域住民の健康増進に寄与する。 

（参考指標） 

 年間利用者数：8,000人  （平成25年度：0人） 

補助事業の内容 

 

テニスコート（砂入り人工芝）改修工事 

改修面積：1,239㎡ 

 

補助事業の始期及び終期 

 

平成２６年度 
 
 
 

事業費及び交付金額 

 

 

 

 
 
 

 
26年度 

 

     
計 
 

 

事業費 

円 

15,552,000 

円 

 

円 

 

円 

 

円 

 

円 

15,552,000 

 

交付金額
 
 

10,000,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10,000,000 

補助事業の成果及び評価

並びに地域住民への周知

の実施状況 

 

 

【地域住民の快適な施設利用についての成果及び評価】 

１） 公園利用者へのアンケート調査を実施したところ、「使いやすい・満足してい

る」との回答が大半を占めた。 

２） 整備後１年間の利用状況：２７％上昇（2,500人→3,167人） 

平成27年度の利用期間中において、例年本施設を利用されていた各種団体（学

校、民間の団体等）の内、一部の団体（年間利用4,000人）が、主催者の運営方

針により活動場所をその他施設へ移した経緯があったことを考慮し、例年どお

り本施設を利用した団体について、年間利用状況を比較したところ、2,500人か

ら3,167人へ約27％上昇している結果となった。 

【地域住民への周知の実施状況については以下のとおり実施】 

１） 市ホームページへ掲載 

２） 市広報誌へ掲載 

３） 庭球場入口付近フェンスへ整備事業内容プレートを設置 

事業の改善措置及び今後 

の対応 

今後も継続して市民へ良好な施環境を提供できるよう環境整備

に努めるとともに、施設稼働率の向上に努めていく。 

事業の評価に際しての第

三者機関の活用の有無
 

無 

 



　【地域の生涯学習推進に係る良好な環境整備についての成果及び評価】
　１）改修後、1年間の勝連地区公民館ホールの利用者数：17,500人
　　　目標に対して利用者数は9割方達成している。
　２）改修後、1年間に故障等の不具合：0件
　　　以上の2点から、本事業の成果は得られたものと評価した。

　【地域住民への周知の実施状況については以下のとおり実施】
　１）改修後の空調設備機械に事業名を文字塗装
　２）工事看板に掲載
　３）市広報誌へ掲載
　４）市ホームページへ掲載

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 の 改 善 措 置 及 び
今 後 の 対 応

の実施状況

事　　　業　　　評　　　価　　　書

付紙様式２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

　勝連地区公民館空調設備改修工事

　うるま市長

　うるま市勝連平安名

交付金額

　今後も地域住民の集会やイベント、生涯学習の推進等、ホール利用者の増加
につながるようにしたい。

　無し

　平成２６年度

平成26年度

事業費

16,000,000

計

16,000,000

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

事 業 費 及 び 交 付 金 額

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知

　勝連地区公民館は、同地区における地域住民の集会、イベント並びに市が行う
各種検診、研修事業を行い、地域の生涯学習を推進してきた。しかし、本施設の
空調機器が経年劣化により平成25年6月に故障し、地域行事に支障をきたしてい
る。
　このことから、本事業により空調機器を改修することで今後も地域の生涯学習
の推進を図るものである。
　（参考指標）
　　勝連地区公民館ホールの年間利用者数　約19,000人
　　空調機器の年間故障件数：0件/年（過去5年間の年平均：6件）

　実施設計　一式
　改修工事　空調機械　一式

17,760,000

円 円 円 円

17,760,000

円



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の目的

補助事業の内容

補助事業の始期及
び終期

平成24年
度
まで

平成25年
度

平成26年
度

平成27年
度
予定

計

円 円 円 円 円 円

事業費 331,783,920 18,879,000 76,636,997 274,011,625 701,311,542

交付金額 328,842,000 17,190,000 76,068,000 249,700,000 671,800,000

補助事業の成果及
び評価並びに関係
住民への周知の実
施状況

事業の改善策及び
今後の対応

事業の評価に際し
ての第三者機関の
活用の有無

事　　業　　評　　価　　書

　上江洲中央線整備工事用地買収・物件補償

　うるま市長

　うるま市字上江洲地内

　本路線を整備することにより、交通の安全と地域住民の生活環境の改善
に寄与するものである。

　実施設計　一式　物件調査　一式
　用地買収　3,577㎡（72筆）　物件補償　33件
　道路工事　L=128m　W=5.5m

　　平成１９年度から平成２７年度

事業費及び交付金
額

　工事が完了していないことから具体的な評価はできないが、工事が一部
完成したことにより整備の促進を図ることができる。
　地域住民への周知実施状況
　工事完了後、市ホームページ及び市広報誌に掲載予定。

　継続事業であることから、買収要望がある。事業効果を早期に得るため、
買収要望を重視しつつ、道路幅員の狭い部分から優先的に拡幅工事を行
う。

　無し



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の目的

補助事業の内容

補助事業の始期及
び終期

平成25年
度

平成26年
度

計

円 円 円 円 円 円

事業費 6,913,861 31,854,600 38,768,461

交付金額 6,913,000 29,650,000 36,563,000

補助事業の成果及
び評価並びに関係
住民への周知の実
施状況

事業の改善策及び
今後の対応

事業の評価に際し
ての第三者機関の
活用の有無

事　　業　　評　　価　　書

　石川美原８号線道路整備工事

　うるま市長

　うるま市石川美原地内

　本路線を整備することにより、交通の安全と地域住民の生活環境の改善
に寄与するものである。

　用地買収　135.78㎡（7筆）
　物件補償　5件
　工事　Ｌ＝280ｍ

　平成25年度から平成26年度

事業費及び交付金
額

　本路線の幅員を広くし、排水路を整備したことにより、交通の安全と地域
住民の生活環境の改善に寄与することができた。

　継続事業であることから、買収要望がある。事業効果を早期に得るため、
買収要望を重視しつつ、道路幅員の狭い部分から優先的に拡幅工事を行
う。

　無し


